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技術者の生涯キャリアー

やがて制定される情報公開法に備えて、国レベルで

も行政の情報開示が本格化してきた。審議会を始めと

する膨大な数の委員会が議事録を公開しているし、ま

た最終報告書を纏める前に、一定期間ホームページに

原案を掲示して広く国民から意見を求めるプロセスが

常態化してきた。

昨年以来技術士審議会で検討を続けてきた新しい

技術士制度の骨子も、昨年末から「技術士制度の改善

方策について(案)Jとして科学技術庁のホームページ

(h枕p://www.sta.u.o.jpl出島lpressliken91201.html) に

公開されている。すでに技術士資格をお持ちの方から

二百五十万技術者全体に至るまで、そのキャリアーに

関わる本質的な変革を含んでいるので、すでに多くの

方から意見が寄せられていることであろう。

筆者は、今回の技術審議会に先立つ技術者資格問題

連絡懇談会(内田盛也座長)に 96年から参加し、教

育から始まって、実務経験、資格取得、継続研修を包

含した一貫したシステムを構築して、わが国の技術者

がグ、ローパルに活躍で、きる基盤を整えたいと願ってき

た。それから 3年余、予想以上のスピードで審議が進

み、2000年の開幕を前に国民の意見を求める段階に至

ったことは感無量である。桑原洋審議会会長を始めと

する委員各位、科学技術庁を始めとする関係省庁担当

者のご尽力に、深く敬意、を表したい白

***** 

これまで日本は、世界に誇る安全で信頼のおける社

会を築いて来た。それは、個人が企業(官民を含む)

とし、う組織の中で、終身雇用の殻に守られてすっぽり収

まり、企業がそれぞれに社会に対する責任を果たして

きたからと考えられる。いまやその構図は崩壊しつつ

ある。多くの民間企業は、グ、ローパルな生き残り競争

の中でコストダウンに追われ、その過程で社会的責任

に対する意識が後回しになり勝ちである。信じられな

いような臨界事故の発生を始めとして、技術不信に繋

がる昨今の事故の多くに、生き残りをかけたリストラ

の影を見る思いがする。それに加えて雇用の殻は一層

大橋秀雄

不確かなものと変わり、個人はもはや企業の中で安住

することが許されなくなったo 組織を基盤とするこれ

までの社会は、グローパリゼーションの嵐に耐えかね

ず、今や変貌しつつある。

では、安全で信頼のおける社会を、これから誰が担

ってゆくのであろうか?それは、一人一人の個人以外

にはあり得ない。様々な職種のプロフェッショナル(専

門職)が、組織を超えてがっちりとしたネットワーク

を組み、それが社会全体を覆い尽くして日々の安全と

信頼を担って行く。そのプロたちが、世界標準を満た

す能力に裏付けられていれば、我々は21世紀の潮流

であるグ、ローバリゼーションにも容易に対応してゆく

ことができる。

医者としづ専門職は、社会全体に張り巡らせたネッ

トワークを通じて国民の健康と生命を守っている。同

様に技術者も、人工物に埋め尽くされた近代社会を支

える専門職としての自覚に立って、国民の安全を守っ

てゆかねばならない。技術者が、基礎教育から始まっ

て経験を重ね、適切な時期に国際的に認知される技術

者資格(技術士)を取得し、更に経験を重ねながら、

必要に応じて、 APECEngineerや'In飴mational

Engineerなどの国際技術者資格の取得を目指す。また

自らの知識・能力の陳腐化を防ぐため、仕事を続けな

がら継続専門教育(CPD)を受け、生涯にわたってアッ

プデートを続けてゆく。技術者の能力を引き出すその

ようなシステムが、今まさに求められている。

これまでは、教育は文部省、技術士は科学技術庁、

建築士は建設省、生涯教育は文部省と労働省、国際競

争力の強化は通産省といった具合に、省庁個別の努力

はあっても、技術者がその生涯を通じて最大の能力を

発揮できるよう一貫したシステムを構築するという観

点が欠如してきた。その点今回の新しい技術士制度は、

縦割りの限界を姉皮した画期的なものと信じている。

日本技術士会の皆さまも、技術土を技術者キャリア

ーの中核に据えながらも、技術者教育棚機教育との

調和に最大のご配慮をいただくようお願いしたい。


